
(4) 問題解決的な学習の実際

問題解決的な学習は、発達段階を踏まえ、中・高をつなぐ視点で計画しました。問題解決的な学

習の中に、題材を置く形で構成を行いました。

ア 事前意識調査結果による課題の絞り込み

イ 題材の展開

図１ 問題解決的な学習の展開

本研究では、自分の生活に目を向ける段階 、生活を取り巻く問題に目を向ける段階 、

自分の生活について考える段階 を設定し、問題解決的な学習を通してねらいに迫りました。

事前の「家庭生活アンケート」によると、興味・

関心が高い食生活や快適に過ごすために必要なこ

とに関しては実践できているが、知識や技能が必

要なこと、家族や地域のことを考えなければなら

ないことに関しては、実践できていない状況であ

ることが分かりました。また、「今、欲しいも

の」として約60％の生徒がファッション関係を挙

げていたため、ファッション関係を題材として取

り上げることにしました。

高校の実践

事前の「家庭生活アンケート」によると、消しゴ

ムなどの文房具を失くすことが多く、その場合、

見つかるまで探す生徒は20％でした。また、日常

の生活で物を無駄にしているという意識は低いこ

とが分かりました。「今、欲しい物」として、８

名（25％）が「服・靴など」を挙げており、ファ

ッションへの興味が高まり始めた時期だといえま

す。そこで、教材に「ファストファッション」を

取り上げることにしました。

中学校の実践
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【日常の生活行為を想起させる場面の設定】

問題解決的な学習は、生徒が自分の生活の問題に気付き、それを基に課題を設定する過程が重要に

なります。本題材では、図２のような流れで課題設定を行いました。まず、最初に生徒自身の消費生

活の実態に目を向けさせる場面を設定しました。これにより生じた生徒の問いを教師が引き取り、指

導のねらいを加味して課題設定をしました。

図２ 題材を貫く問いと学習課題の設定

高校の実践中学校の実践

《日常の生活行為の想起》

「物を失くした時、どうしていますか？次の物（消しゴ

ム・赤ペン・水筒・体操服など）を『真剣に探す』か

『とりあえず探す・探さない』に分けてみましょう。

○自分の生活の当たり前とみんなの当たり前は違うの？

○当たり前にやっている自分の消費生活で、誰かに迷惑が

掛かっているの？

当事者意識《思考のゆさぶり》

・対象学級の事前調査結果

・ラナプラザビル事故の画像

《題材を貫く問いの設定》

○消費社会の現実を考える（大量消費・大量廃棄の結果、様々

な問題が起きていることに気付く）。

〈たてまえの部分〉資源がなくなり環境

が破壊される。それは困る。

〈ホンネの部分〉でも、安くて便利なほう

がよい。ちゃんと、お金を払って買って

いるんだから関係ない。

この現状を変えるには、どのようにすれ

ばよいのだろうか？！

《思考のゆさぶ

り》話合い活動で

互いの考えを聞く

ことで起こるゆさ

ぶり

《思考のゆさぶり》

・対象学級の事前調査結果

・ファストファッションが関係

している社会問題についての

画像

課題意識

《学習課題の設定》今の生活をしながら、環境にもよい生活をし

ていくために、私たちにできることは何だろう？！

自分の生活に目を向ける段階

『循環型社会をつくるために

私たちにできることは何だろう』

《日常の生活行為の想起》

服を購入するときに何を重視しているだろう？

当事者意識≪思考のゆさぶり≫

５種類のジーンズから

どれを選ぶ？

≪題材を貫く問いの設定≫

同じようなジーンズなのに値段が違うのはなぜ？

○値段に反映されているものはなに？

原産国？ 繊維？ ブランド？

課題意識
≪思考のゆさぶり≫

衣服のライフサイクル

の過程でどのような問

題がある？

○デザインや値段で選んでいるけど．．．

○自分と違う意見もあるなぁ

○他に見るところある？

ものを選んで使う（消費）ことは社会や環境にどのような影響

を与えているのだろう。

≪学習課題の設定≫

衣生活のあり方を見直し、持続可能な社会を目指して、

環境負荷を減らすためにはどのようなことができるだろう
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【アクティブ・ラーニングの視点(主体的・対話的で深い学び)】

家庭科では、問題解決的な学習や、他者と意見を共有し、互いの考えを深めることを通して協働

的な関係を築くような活動、衣食住などの生活における様々な事象やものづくりなどに関する実践

的・体験的な学習が重視されています。しかし、ただ形式的な学習で終わってしまう場合が多く、

実践に結び付かない状況があります。そこで、生徒の思考をより深めるためにアクティブ・ラーニ

ング（主体的・対話的で深い学び）の視点を取り入れることにしました。

中央教育審議会の「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改

善及び必要な方策等について（答申）」には、アクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学

び）について次のように書かれています(資料１)。

資料１ 中央教育審議会の「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援

学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」

生活を取り巻く問題に目を向ける段階

※ 2017年２月に出された新学習指導要領（案）には「アクティブ・ラーニング」という文言はありませんが、本研究に取

り組む段階では、論点整理で「アクティブ・ラーニング」という文言を使ってありましたので、本研究では、「アクティ

ブ・ラーニング （主体的・対話的で深い学び）」としています。
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【協働学習】

多面的・多角的な見方の育成と学びを深める手立てとして、協働学習を取り入れました。

○話し合う内容を段階的に難しくする

現在の子供は、考えることを面倒くさがり、表現活動を苦手としていると感じます。そこで、段

階的に話合い活動を進めていきました。まず、話し合う内容を徐々に深くしていきました。

○話合いの方法を、段階的に身に付けさせる

生徒達は自分の考えをワークシートには書

くことができますが、それを話すとなると途

端に消極的になります。お互いの考えを伝え

やすくする方法として、付箋とカラーシール

を使用して、段階的に話合い活動が深まるよ

うにしました（図３）。

図３ 段階的な話合い活動

【協働学習・思考ツール】

○個の学習から協働学習へと広げ、最後にまた個の学習に戻る

事前意識調査を基に違う意見をもつ生徒が必ず一人は入るようにグルーピングを行い、意図的

に他者と意見を共有する場を設定することで、深い学びにつなげることにしました(図４)。他者の

意見を知ることで、多面的・多角的な見方の育成にもつながり、適切な意思決定や判断力が養われ

ると考えました。

○思考ツールの活用

自分が衣服を選ぶ時の視点を確認させるために「くま手チャート」を使いました。また、「同

じようなジーンズなのに値段が違うのはなぜだろう」という問いに対して、関係する複数の要因

を考え整理させるために「フィッシュボーン図」を使用しました。思考ツールを使用することで、

意見が可視化され、情報の整理もしやすくなると考えました。

１時目：「たくさん作った結果どうなっただろう・たくさん捨てた結果どうなっただろう」

２時目：「どうすれば、ごみ（ごみになるもの）を増やさないですむだろう」

３時目：「あなたは、Aさんの行動をどう思いますか」

高校の実践

中学校の実践
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図４ 協働学習の流れと思考ツールの活用場面

【授業の振り返りの工夫】

習得の過程である「第１時目：私たちの消費生活と社会問題」「第２時目：循環型社会と４Ｒ」

では、授業の振り返りを、「今日学習した内容で、家族にも教えてあげたいことを、３つ以上挙げ

てみましょう」としました。これにより、自分や自分の家族の生活を想起するきっかけになると考

えました。また家庭での話題にすることで、家族からの意見を聞くこともでき、多面的・多角的な

見方を育てるのに効果的だと予測しました。

【実際に起こりやすいと想定される応用問題】

習得した知識の活用場面で、応用問題に取り組ませました。学習問題は現実に起こりがちな場面設

定にし、実際の生活を思い起こさせることにより生徒の本音の部分を引き出し、理想と現実の間で葛

藤させることをねらいました。これが自分の生活に引き寄せた学びになると考えました。

中学校の実践

（協）グループで、他に必要な情報を収集し、どのジーンズを選ぶか決める。

（協）グループで決めたジーンズについて、理由まで含めてクラス内で発表する。

（個）再度、５種類のジーンズから１種類を選択する。

（教）発表の際に出てきた意見や理由に補足説明をする。

（協）グループ内で、ジーンズを選んだ理由をそれぞれ伝え合う。

≪思考ツールの活用≫

情報の整理、可視化、多面的な見方

中学校の実践

（個）与えられた情報を基に、５種類のジーンズから１種類を選択する。

選ぶ視点の違いに気付く。

事前意識調査を基にグルーピングをする。

選択する際に必要な視点について情報を収集し、全員が納得するものを選ぶ。

クラス全員で意見を共有することで、さらに視点を広げる。

既習事項の確認や繊維の特徴等についての知識の補完をする。

様々な意見や知識を得たところで、再度自分の考えをまとめる。
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【学習後の実践記録】

家庭科の教科の特徴は、授業での問題解決的な学習後に、家庭や地域での実践がある点です。一

つの題材が終わった後や家庭分野から技術分野に変わった後に、継続して家庭や地域で実践する機会

を設けることは、家庭科の教科のねらいに迫る上で重要といえます。より効果的な実践記録ができる

よう試みました。

【各家庭での実践例の活用】

物の使い方についての実践を調査するようにしました。節約術などの本やテレビ番組はあります

が、実際に級友が行っている実践例ほど興味をもち実践の動機付けになるものはないと考えます。自

分の家庭での状況を改めて見直す機会になることもねらいました。調べてきた結果は、家庭状況や個

人情報等に配慮して教師が集計をして提示し、共有化を図りました。

【実践につながりやすい教材の設定】

教材を衣服の購入場面にし、自分の消費生活と結び付けて考えやすいように設定しました。特に、

衣服に関する関心は高いため、すぐに実践意欲につながると考えました。

【衣服のライフサイクルの利用】

衣服のライフサイクルの過程における問題点を挙げることで、自分や家族だけではなく、地域、社

会の生活課題まで把握できるため、持続可能な社会づくりを目指した課題の改善策について具体的に

考えることができるようにしました。

中学校の実践

中学校の実践

高校の実践

高校の実践

自分の生活について考える段階

中学校の実践
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